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日

吉

台

地

下

壕

へ

の

思

い

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

保
存
会
結
成
か
ら
二
年
余
り
経
ち
ま
し
た
。

会
員
の
数
も
増
え
、
地
下
壕
保
存
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
者
も
増
え
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
近
、
少
し
焦
り
に
も
射
た
気
持
ち
が
出
て
き
ま

し
た
。全
国
的
に
み
て
も
、
各
地
の
保
存
運
動
は
盛
り

上
が
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
保
存
が
実
現
し
た

と
こ
ろ
は
松
代
を
除
い
て
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
悲

惨
な
戦
争
の
傷
跡
は
、
全
て
無
く
し
た
い
、
国
民

の
目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
目
に
見
え
な

い
勢
力
が
、
強
く
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

戦
争
の
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現

在
、
私
達
に
残
さ
れ
た
時
間
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。

先
日
あ
る
新
聞
に
、
あ
る
団
体
の
呼
掛
け
で
、
誤

っ
て
日
吉
台
地
下
壕
の
市
民
見
学
会
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
人
達

が
何
百
人
も
集
ま
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人
達
に

謝
り
、
一
通
り
地
下
壕
の
説
明
を
し
て
、
お
帰
り

頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
見
て
も
人
々
の
日
吉
台

地
下
壕
へ
の
関
心
の
深
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
地
下
壕
の
出
入
口
や
内
部
が
整
備

さ
れ
、
保
存
公
開
が
実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
い
い
お
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
連
絡

下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
何
卒
、
曖
か
い
御
支
援
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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保
存
会
行
事
の

お
知
ら
せ

●

セ

ミ

ナ

ー

日
時
　
七
月
十
四
日
（
日
）

午
後
二
時
半
～
四
時
半

場
所
　
慶
應
義
塾
大
学
（
日
吉
）

藤
山
記
念
館
大
会
議
室

参
加
費
　
五
百
円

当
日
徴
収
し
ま
す
。

内
容
　
田
中
伸
尚
氏
の
講
演

テ
ー
マ
「
な
ぜ
日
本
は
太
平
洋
戦

争
に
突
入
し
て
い
っ
た
か
」

講
師
略
歴

一
九
六
七
年
　
慶
應
義
塾
大
学

卒
業

朝
日
新
聞
記
者
を
経
て
、
現
在

フ
リ
ー
。
気
鋭
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
著
書
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
昭
和
天
皇
」
全
六
巻
ほ
か
多

数
。

◎
お
願
い

多
数
の
会
員
の
方
の
御
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
き
っ
と
私
達

が
知
ら
な
い
開
戦
ま
で
の
謎
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

田
中
氏
は
体
が
お
弱
い
の
で
滅

多
に
講
演
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
講

演
は
貴
重
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。講
師
の
田
中
氏
の
書
か
れ
た

「
昭
和
天
皇
」
は
、
構
想
・
取
材

五
年
、
宮
中
の
奥
深
く
に
わ
け
い

り
、
一
次
資
料
を
駆
使
し
て
描
か

れ
、
歴
史
に
残
る
名
作
と
い
え
る

本
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
泥
沼

の
中
国
侵
略
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ

と
暴
走
す
る
激
動
の
時
代
に
、
国

民
の
埒
外
で
謀
略
的
に
推
進
さ
れ

た
戦
争
政
策
・
・
、
天
皇
を
中
心

と
す
る
宮
中
と
政
府
・
軍
部
と
の

緊
張
関
係
の
中
で
、
天
皇
は
何
を

考
え
、
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し

た
の
か
？
　
そ
し
て
、
そ
れ
は
国

民
に
取
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
か
？

日
本
の
、
ア
ジ
ア
の
民
衆
幾
百

万
を
死
へ
と
追
い
や
っ
た
太
平
洋

戦
争
へ
暴
走
し
て
い
く
日
本
。
日

米
交
渉
は
決
裂
し
、
開
戦
前
夜
の

緊
迫
の
宮
中
、
午
前
会
議
、
そ
し

て
開
戦
の
聖
断
が
下
っ
た
」
事
な

ど
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

●

八

王

子

の

地

下

壕

見

学

会

日
時
　
八
月
十
一
日
（
日
）

午
後
二
時

集
合
場
所
　
J
R
中
央
線
ま
た
は

京
王
線
、
高
尾
駅
・

南
口
改
札
口
広
場

参
加
費
　
三
百
円
（
資
料
代
、

案
内
者
の
謝
礼
な
ど
）

当
日
徴
収
し
ま
す
。

定
員
　
三
十
名

申
込
　
七
月
十
五
日
ま
で
に
、
往

復
葉
書
で
、
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
お
書
き
の

上
、
事
務
局
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
て

御
了
承
下
さ
い
。

◎
見
学
内
容
と
お
願
い

八
王
子
の
地
下
壕
は
、
イ
ロ
ハ

の
三
地
区
に
分
か
れ
延
べ
に
し
て

長
さ
十
数
キ
ロ
に
わ
た
り
、
飛
行

機
の
地
下
秘
密
工
場
と
し
て
使
わ

れ
た
。
ロ
ハ
は
既
に
埋
め
立
て
ら

れ
た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
回
見
学
す
る
の
は

イ
の
地
区
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
出

入
口
は
す
べ
て
閉
ざ
さ
れ
見
学
す

る
こ
と
は
殆
ど
出
来
ま
せ
ん
．
ゥ

し
か
し
、
幸
い
に
も
地
元
の
地

下
壕
研
究
家
の
豊
島
氏
の
御
好
意

に
よ
っ
て
、
時
に
出
入
口
の
農
家

の
方
の
了
解
の
も
と
に
見
学
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
の
地

区
の
地
下
壕
は
、
三
地
区
の
中
で

は
最
も
大
き
く
七
～
八
キ
ロ
は
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
下
壕
掘
削
に
動
員
さ
れ

た
朝
鮮
人
労
働
者
の
数
は
、
約
五

千
人
と
も
七
千
人
と
も
い
わ
れ
、

死
ん
だ
人
は
少
な
く
と
も
十
数
名

は
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

見
学
の
前
か
後
に
、
地
下
壕
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
地

下
壕
見
学
の
際
に
は
、
案
内
者
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
、
謙

虚
な
気
持
ち
で
戦
争
と
平
和
に
つ

い
て
考
え
、
歴
史
を
学
習
し
て
頂

き
た
い
。
当
日
の
携
行
品
と
服
装
は
、
懐

中
電
灯
、
長
靴
、
帽
子
、
手
袋
な

と
で
す
。
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第
一
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
五
月
八
日
午
後
五
時
半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
　
会
員
数
＝
三
四
九
名

二
、
4
月
1
4
日
‥
港
北
区
主

催
の
地
下
壕
を
中
心
と
し
た
史
跡

め
ぐ
り
。
申
込
百
五
十
三
名
、
抽

選
で
参
加
者
五
十
名
と
し
、
二
班

に
分
け
て
見
学
（
他
に
区
職
員
約

十
名
参
加
）
。

三
、
4
月
1
8
日
‥
朝
鮮
総
連

本
部
の
韓
さ
ん
他
二
名
と
日
吉
で

会
談
。
朝
鮮
人
強
制
連
行
・
強
制

労
働
の
日
朝
合
同
の
調
査
委
員
会

を
神
奈
川
県
で
も
作
り
た
い
の
で

協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で
あ
っ

た
。四
、
4
月
2
0
日
‥
第
三
回
総

会
。
出
席
者
四
十
二
名
。
松
代
大

本
営
の
保
存
を
進
め
る
会
か
ら
電

報
が
届
い
た
。

五
、
4
月
3
0
日
‥
東
京
急
行

電
鉄
株
式
会
社
に
新
し
く
建
設
す

る
日
吉
の
駅
ビ
ル
に
文
教
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
を
設
け
て
頂
き

た
い
と
要
望
書
を
日
吉
地
区
町
内

会
長
全
員
の
名
前
で
提
出
し
た
。

具
体
的
に
は
郷
土
の
歴
史
に
関

係
し
た
も
の
を
展
示
す
る
フ
ロ
ア

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
文
化
的
な
催

し
が
出
来
る
フ
ロ
ア
を
要
望
し
た
。

六
、
5
月
1
日
‥
玉
川
高
島
屋

友
の
会
よ
り
8
日
ご
ろ
地
下
壕
を

見
学
し
た
い
と
相
談
が
あ
っ
た
。

七
、
5
月
1
8
日
‥
駒
林
小
学

校
P
T
A
が
見
学
予
定
。

八
、
5
日
2
6
日
‥
「
博
浜
大

空
襲
を
記
録
す
る
会
」
が
見
学
予

定
。九
、
6
月
2
8
日
‥
慶
應
義
塾

学
生
国
際
関
係
会
（
慶
應
義
塾
学

生
福
利
厚
生
機
関
の
一
つ
）
が
、

外
国
人
交
流
学
生
十
数
名
と
見
学

予
定
。幹
事
よ
り

亀
岡
‥
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
出
来
る
だ
け
や
る
。

議
事一
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

●
見
学
会
‥
八
王
子
や
滑
川
あ
る

い
は
松
代
の
地
下
壕
の
見
学
会
を

や
る
。八
王
子
の
地
下
壕
を
問
い
合
わ

せ
て
み
る
（
寺
田
）
。

◆
講
演
会
、
座
談
会
‥
田
中
伸
尚

さ
ん
か
山
中
恒
さ
ん
に
講
演
を
頼

ん
だ
ら
ど
う
か
。
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田
中
さ
ん
は
、
体
が
弱
い
の
て

余
り
や
ら
な
い
が
、
頼
ん
で
み
る

（
小
園
）
。

山
中
さ
ん
は
講
演
を
執
筆
な
ど

忙
し
く
、
講
演
は
あ
ま
り
し
な
い

の
で
無
理
。

●
地
下
壕
の
調
査
と
記
録
保
存
‥

夏
休
み
に
ビ
デ
オ
と
カ
メ
ラ
で
や

り
た
い
（
寺
田
）
。

●
聞
き
取
り
調
査
‥
と
く
に
朝
鮮

人
労
勧
者
、
慶
應
関
係
者
に
つ
い

て
や
る
必
要
が
あ
る
。

●
保
存
運
動
（
要
望
書
提
出
、
陳

情
、
署
名
・
請
願
）
‥
ど
う
進
め

て
行
く
か
色
々
調
べ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

二
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に

つ
い
て
2

0

0

円

×

2

0

0

0

部

＝

4

0

0

0

0

0

円

夏
休
み
後
に
発
行
す
る
。

三
、
会
報
第
十
一
号
の
発
行
に

つ
い
て
総
会
の
報
告
、
地
下
壕
見
学
の

感
想
文
、
会
費
納
入
の
お
願
い
、

な
ど

第

二

回

幹

事

会

報

告

日
時
　
六
月
十
二
日
午
後
五
時
半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

「
幹
事
会
を
始
め
る
前
に
、
幹
事

全
員
で
会
報
十
一
号
の
郵
送
の
準

備
を
し
た
。
」

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
　
会
員
数
＝
三
百
八
十
三
名

二
、
5
月
1
8
日
‥
駒
林
小
学

校
P
T
A
の
地
下
壕
見
学
会
（
約

四
十
名
参
加
）
。
読
売
新
聞
記
者

取
材
。三
、
5
月
1
9
日
‥
読
売
新
聞

に
、
横
浜
大
空
襲
を
記
録
す
る
会

で
、
日
吉
台
地
下
壕
の
市
民
見
学

会
を
や
る
と
い
う
、
呼
掛
け
の
記

事
が
で
た
た
め
、
事
務
局
に
地
主

の
方
か
ら
抗
議
の
電
話
が
あ
り
、

「
お
断
り
し
た
い
。
今
後
こ
ん
な

事
が
起
こ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
全

面
的
に
お
断
り
し
た
い
」
と
の
事

で
あ
っ
た
。
事
務
局
で
は
、
「
記

録
す
る
会
」
の
人
達
十
数
名
が
見

学
し
た
い
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て

い
た
の
で
、
驚
き
、
す
ぐ
「
記
録

す
る
会
」
と
読
売
新
聞
に
連
絡
し

て
、
抗
議
と
見
学
会
は
出
来
な
い

旨
を
伝
え
た
。

四
、
5
月
2
3
日
‥
日
吉
で
、

小
園
、
亀
岡
、
寺
田
の
三
人
で
講

演
会
、
見
学
会
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

小
園
さ
ん
よ
り
、
田
中
伸
尚
さ

ん
か
ら
講
演
の
内
諾
を
得
た
。
講

演
の
前
に
地
下
壕
を
見
学
し
た
い

と
の
事
で
あ
っ
た
。
日
時
は
七
月

十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
。寺
田
氏
よ
り
、
八
王
子
の
地
下

壕
の
見
学
、
豊
島
さ
ん
よ
り
案
内

し
て
も
よ
い
と
の
返
事
を
頂
い
た
。

日
時
は
八
月
十
一
日
（
日
）
、
詳

し
い
こ
と
は
後
で
つ
め
る
。

五
、
5
月
2
6
日
‥
横
浜
大
空

襲
を
記
録
す
る
会
の
地
下
壕
見
学

会
は
、
中
止
に
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
事
を
知
ら
な
い
人

々
が
四
百
～
五
百
人
が
来
て
、
日

吉
駅
は
ご
っ
た
返
し
た
。
慶
應
の

広
場
に
誘
導
し
て
、
「
記
録
す
る

会
」
の
責
任
者
か
ら
事
情
の
説
明

と
謝
罪
を
し
て
頂
き
、
一
応
地
下

壕
の
話
を
三
十
分
ば
か
り
し
て
、

記
念
館
裏
の
地
下
壕
の
塞
が
れ
た

入
口
を
見
せ
て
、
お
引
き
取
り
頂

い
た
。
そ
の
後
、
「
記
録
す
る
会
」

は
西
量
寺
で
会
合
を
持
ち
、
地
下

壕
の
話
を
し
た
。
翌
日
こ
の
紀
事

が
神
奈
川
新
聞
に
で
た
。

六
、
5
月
2
8
日
‥
「
玉
川
高

島
屋
友
の
会
」
の
人
に
会
い
、
地

下
壕
の
見
学
は
地
主
の
方
か
ら
断

わ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
地
下

壕
に
入
ら
ず
外
か
ら
竪
穴
や
塞
が

れ
た
入
口
を
見
る
の
に
と
ど
め
、

代
わ
り
に
古
墳
な
ど
の
史
跡
め
ぐ

り
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
、
6
月
3
日
‥
慶
應
義
塾
学

生
国
際
関
係
会
の
人
達
が
地
下
壕

を
下
見
。
八
、
6
月
2
5
日
‥
有
隣
堂
出

版
が
、
日
吉
台
地
下
壕
に
つ
い
て

の
座
談
会
を
す
る
予
定
。
。

九
、
6
月
2
8
日
‥
慶
應
義
塾

学
生
国
際
関
係
会
が
、
外
国
人
交

流
学
生
数
十
名
と
見
学
予
定
。

終
わ
っ
て
第
二
次
大
戦
を
中
心
に

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

一
〇
、
7
月
7
日
‥
日
吉
台
西

中
学
校
P
T
A
が
地
下
壕
見
学
の

予
定
。議
事
一
、
当
面
の
活
動
に
つ
い
て

●
八
王
子
の
見
学
会
‥

日
時
＝
八
月
十
一
日
（
土
）
二
時

集
合
場
所
＝
J
R
中
央
線
ま
た
は

京
王
線
、
高
尾
駅
・

南
口
改
札
口



（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年6月26日　　　　第12号

●
田
中
伸
尚
氏
の
講
演
会
‥

日
時
＝
七
月
十
四
日
（
日
）二
時
半

場
所
＝
藤
山
紀
念
館
大
会
議
室

二
、
会
報
十
二
号
の
発
行
に

つ
い
て
幹
事
会
報
告
、
地
下
壕
見
学
の

感
想
文
、
見
学
会
・
講
演
会
の
案

内
な
ど
三
、
そ
の
他

●
三
色
旗
（
慶
應
義
塾
大
学
通
信

教
育
部
発
行
）
に
、
永
戸
多
喜
雄

氏
が
「
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
底

に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
日
吉
台

地
下
壕
の
事
を
書
か
れ
て
い
る
。

●
第
二
回
朝
鮮
人
・
中
国
人
強
制

連
行
・
強
制
労
働
を
考
え
る
全
国

交
流
集
会
に
つ
い
て

保
存
会
と
し
て
賛
同
団
体
と
し

て
参
加
す
る
か
ど
う
か
を
討
議
し

た
結
果
、
様
々
な
団
体
が
賛
同
し

て
お
り
、
特
に
参
加
し
た
か
ら
と

い
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
何
も

な
く
、
か
え
っ
て
様
々
な
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
、
参
加
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
ま
た
、
会
と
し
て

小
園
幹
事
を
送
る
こ
と
に
し
、
寄

付
金
に
よ
っ
て
、
交
通
費
と
参
加

資
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

日

吉

台

地

下

壕

見

学

会

感

想

文

日
吉
台
小
学
校
P
T
A

日
吉
の
地
に
移
り
住
ん
で
か
ら

早
五
年
、
長
女
が
慶
應
義
塾
中
等

部
に
入
学
し
て
か
ら
丸
三
年
。
日

吉
、
慶
應
義
塾
、
と
も
に
と
て
も

大
切
で
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
下
壕
の
事
は

全
く
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
参
り
ま

し
た
。
私
は
戦
後
生
ま
れ
の
母
親

と
し
て
三
人
の
子
供
の
子
育
て
真

っ
最
中
で
す
が
、
平
和
の
大
切
さ

は
母
親
と
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
り

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
戦
争
を

知
ら
な
い
私
が
、
ど
の
様
な
形
で

子
供
達
に
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
・

・
・
。
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、
ま
さ
に
百
聞
一
見
に
し

か
ず
の
思
い
で
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

あ
の
様
な
時
代
に
よ
く
ぞ
こ
ん
な

地
下
壕
を
・
・
。
強
制
労
働
を
さ

せ
ら
れ
た
人
々
の
計
り
知
れ
な
い

苦
労
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

学
校
や
随
所
で
の
先
生
の
御
説

明
は
大
変
分
か
り
易
く
、
ま
た
興

味
深
く
拝
聴
致
し
ま
し
た
。
地
味

で
根
気
の
い
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
が
、
保
存
の
会
に
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

も
し
出
来
れ
ば
長
女
の
在
学
中
に
、

塾
生
達
に
生
き
た
教
材
と
し
て
体

験
す
る
機
会
が
持
て
れ
ば
素
晴
ら

し
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
2
年
3
組
　
中
山
）

先
日
は
地
下
壕
の
御
案
内
戴
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感

激
し
ま
し
た
。
私
事
で
恐
れ
入
り

ま
す
が
、
敗
戦
後
十
年
た
っ
た

頃
、
私
が
中
学
生
の
時
「
レ
イ
テ

湾
の
日
本
艦
隊
」
な
る
本
を
入
手

し
た
の
で
し
た
。
中
野
五
郎
の
訳

本
で
専
門
語
も
多
く
難
解
な
本
で

し
た
が
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

そ
の
本
は
ず
っ
と
昔
に
紛
失
し
ま

し
た
が
、
内
容
は
今
で
も
記
憶
し

て
い
ま
す
。
「
捷
一
号
作
戦
」

「
我
に
天
佑
神
助
あ
り
」
「
断
じ

て
行
え
ば
鬼
人
も
こ
れ
を
避
く
」

「
阿
修
羅
と
化
す
」
「
酸
鼻
」
な

ど
の
言
葉
の
中
に
、
戦
艦
武
蔵
・

金
剛
・
山
城
や
、
空
母
端
鶴
・
千

代
田
を
次
々
に
喪
失
し
て
い
っ
た

の
で
し
た
。
そ
の
後
沖
縄
戦
や
大

和
の
最
後
な
ど
の
戦
記
も
の
を
読

む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
し

た
。今
回
日
吉
か
ら
こ
れ
ら
一
連
の

作
戦
が
指
令
さ
れ
た
こ
と
を
知
り

大
変
驚
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気

な
く
散
歩
し
て
い
た
こ
の
平
和
な

丘
に
、
こ
の
よ
う
な
大
動
乱
の
時

期
が
あ
っ
た
と
は
。

壕
に
入
っ
て
み
る
と
、
大
規
模

で
か
つ
堅
固
な
も
の
で
、
大
き
な

労
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ

た
人
達
も
多
数
働
い
て
い
た
と
の

事
で
し
た
が
、
私
は
前
に
仙
台
市

南
方
の
山
門
山
高
射
砲
陣
地
建
設

の
時
も
朝
鮮
の
人
達
を
連
れ
て
き

て
働
か
せ
た
と
聞
い
た
の
と
同
じ

様
な
話
で
し
た
。
建
設
し
た
人
達

も
、
日
吉
に
住
ん
で
爆
撃
の
被
害

に
あ
っ
た
人
も
、
そ
し
て
多
分
一

度
も
作
戦
効
奏
す
る
事
な
く
こ
の

壕
で
策
を
練
っ
て
い
た
軍
人
達
も
、

ど
れ
ほ
ど
苦
労
し
た
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。

第
二
次
大
戦
は
過
去
の
誤
り
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
日

本
が
敗
れ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く

戦
い
自
体
が
無
益
で
あ
っ
た
と
し

か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
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朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
争
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
現
に
今
も
、
何

と
国
連
決
議
の
名
で
す
ら
戦
争
が

行
わ
れ
た
の
で
し
た
。
兵
器
の
在

庫
は
確
か
に
減
ら
す
の
に
成
功
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
で
何
が
よ
く
な

る
の
か
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
正

義
の
た
め
や
平
和
の
た
め
の
戦
い

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
所
詮

不
正
義
で
殺
戮
な
の
で
す
。

将
来
も
日
本
の
軍
拡
状
況
か
ら

み
て
、
戦
争
が
準
備
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
何
か
で
き
る
こ
と
か

ら
平
和
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
ゆ
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苦
し
い
戦
い

も
時
間
が
過
ぎ
れ
ば
風
化
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
地
下
壕
こ
そ
、
ま

た
過
去
の
歴
史
の
証
人
と
し
て
、

次
の
世
代
に
平
和
の
大
切
さ
を
語

り
か
け
る
証
人
と
し
て
、
後
世
に

残
す
べ
き
遺
産
と
考
え
ま
す
。

（
6
年
養
護
組
　
坂
入
）

先
日
は
地
下
壕
の
案
内
を
し
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
勢
の
方
達
の
案
内
を
何
回
も
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
で
し
ょ
う
に
。

広
い
地
下
壕
を
見
学
の
間
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
細
か
な
説
明
を
し

て
頂
き
、
あ
の
湿
っ
た
地
下
の
中

で
働
い
て
い
た
沢
山
の
人
達
の
姿

や
戦
争
が
、
と
て
も
身
近
に
感
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

秋
田
に
生
ま
れ
、
身
内
に
戦
死

し
た
者
も
な
く
、
私
に
と
っ
て
遠

い
過
去
の
出
来
事
で
あ
っ
た
戦
争
。

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
昔

の
日
吉
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
の

写
真
や
、
東
京
か
ら
疎
開
し
て
き

て
そ
の
ま
ま
住
み
着
い
た
人
の
話

な
ど
か
ら
、
日
吉
と
戦
争
は
結
び

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
子

供
が
小
学
校
に
入
り
、
国
語
で
戦

争
で
家
族
を
亡
く
し
た
子
供
の
話

な
ど
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
吉
も

戦
災
に
あ
っ
た
こ
と
を
事
を
知
り
、

そ
し
て
子
供
が
小
さ
な
頃
花
見
に

行
っ
た
の
ど
か
な
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
、
あ
の
様
な
大
規
模
な

地
下
壕
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
な

驚
き
で
し
た
。

戦
争
を
学
ぶ
子
供
達
に
、
自
分

達
の
街
に
残
さ
れ
た
戦
争
が
あ
っ

た
と
い
う
事
実
を
ぜ
ひ
見
せ
て
や

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
物
見
遊

山
と
し
て
見
学
し
な
い
で
と
注
意

を
受
け
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、

見
学
後
に
は
地
下
壕
を
造
る
た
め

に
犠
牲
に
な
っ
た
人
や
他
国
に
連

れ
て
こ
ら
れ
労
働
を
強
い
ら
れ
た

人
々
の
事
を
思
い
、
安
易
に
み
た

い
と
思
っ
た
自
分
を
反
省
さ
せ
ら

れ
、
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
2
年
1
線
　
坂
本
）

昨
年
の
母
現
懇
談
会
で
地
下
壕

の
存
在
を
知
り
、
今
回
見
学
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
物
見
遊
山
で
な

く
云
々
・
・
と
自
分
に
い
い
聞
か

せ
な
が
ら
も
、
実
際
に
Y
字
型
の

入
口
を
見
る
ま
で
は
、
ウ
キ
ウ
キ

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
四
十
セ
ン
チ
厚
さ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
驚
き
、
地

下
壕
の
中
に
入
っ
て
み
て
、
そ
の

大
き
さ
、
長
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
　
四
十
六
年
も
前
に
造
ら
れ
た

も
の
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

祖
父
母
、
父
母
か
ら
聞
い
て
い
た

終
戦
間
近
の
窮
乏
生
活
を
思
い
、

一
体
ど
う
い
う
人
が
、
ど
の
く
ら

い
の
期
間
で
ほ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

こ
の
こ
と
が
不
思
議
で
な
り
ま
せ

ん
。
朝
鮮
の
人
々
と
い
う
こ
と
で
、

一
層
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

祖
父
母
の
時
代
の
事
だ
と
思
う

と
事
案
を
記
録
す
る
こ
と
が
時
間

と
の
戦
い
だ
、
と
あ
ら
た
め
て
思

い
ま
し
た
。

（
2
年
3
組
　
森
岡
）

先
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
地
下
壕
見
学
は
ま

こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
て
し

た
が
、
学
校
で
の
説
明
ま
で
は
心

う
き
う
き
小
学
生
の
観
光
気
分
そ

の
も
の
で
し
た
。
が
、
し
か
し
、

地
下
壕
入
口
に
た
っ
た
時
点
で

先
ず
、
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
日
吉
に
地
下
壕
が
あ
る
の
は

前
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
話

に
聞
い
て
い
た
旧
家
の
防
空
壕
の

毛
の
生
え
た
も
の
を
想
像
し
て
い

た
私
は
、
中
に
入
っ
て
余
り
の
巨

大
さ
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
上
層
部
で
は
負
け
戦
を
知

っ
て
い
な
か
ら
、
あ
の
様
な
地
下

壕
を
造
ら
せ
、
労
働
さ
せ
ら
れ
た

人
々
が
勝
利
を
信
じ
て
作
業
を
し

て
い
た
こ
と
が
、
な
ぜ
か
あ
の
湿

っ
た
空
気
と
電
気
の
白
い
ソ
ケ
ッ

ト
が
、
今
も
話
し
か
け
て
く
る
よ

う
で
、
空
し
さ
を
感
じ
て
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
に
こ
の
中

で
な
く
な
っ
た
労
働
者
や
戦
争
で

な
く
な
っ
た
人
々
の
犠
牲
で
、
今

の
日
本
の
繁
栄
が
あ
る
の
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

病
気
や
怪
我
で
病
院
を
駆
け
回

っ
た
り
、
寝
ず
に
心
配
を
し
、
そ

の
掛
替
え
の
な
い
我
が
子
が
、
先
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日
の
戦
争
の
よ
う
に
一
個
人
の
欲

望
の
た
め
に
戦
い
に
出
て
、
犠
牲

に
な
る
こ
と
な
ど
絶
対
に
避
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
の
様
な
地

下
壕
は
、
過
去
の
過
ち
の
教
材
で

あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
子
供
に
も
ぜ

ひ
見
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
2
年
1
組
　
若
林
）

見
学
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
今
も
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
、
早
く
あ
の
地
下

壕
を
多
く
の
人
に
見
て
貰
い
た
い

と
思
う
気
持
ち
を
お
持
ち
に
な
っ

て
い
る
先
生
方
の
夢
が
か
な
う
日

が
早
く
く
る
と
良
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。で
も
そ
の
日
は
ま
だ
ま
だ
先
の

事
。
戦
争
の
事
、
戦
争
で
な
く
な

っ
た
人
達
の
事
、
こ
の
地
下
壕
を

造
っ
た
人
達
の
事
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
人
達
に
分
か
っ
て
貰
え
る
か

ど
う
か
。
だ
ん
だ
ん
戦
争
の
型
も

変
わ
っ
て
き
た
こ
ん
な
時
代
、
私

も
戦
争
を
知
ら
な
い
一
人
で
す
が
、

あ
の
日
か
ら
映
画
で
良
く
み
た
戦

場
場
面
が
本
当
に
あ
っ
て
、
ま
だ

色
々
な
所
に
残
っ
て
い
る
事
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

出
来
た
ら
私
の
子
供
達
に
も
見

せ
て
、
戦
場
の
怖
さ
を
話
し
て
、

物
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
貰
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
色
々
と
説
明
し

て
頂
い
た
こ
と
の
出
来
る
限
り
を

子
供
に
も
話
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
3
年
3
観
　
牛
久
保
）

日
吉
に
引
越
し
し
て
一
年
が
経

ち
、
も
っ
と
日
吉
の
町
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、

幸
運
に
も
今
回
の
地
下
壕
見
学
の

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
寺
田
先
生

の
お
話
は
大
変
興
味
深
く
、
地
下

壕
を
掘
る
た
め
に
沢
山
の
朝
鮮
人

労
働
者
が
労
働
を
強
い
ら
れ
た
こ

と
、
農
民
が
住
居
を
追
わ
れ
た
こ

と
、
ま
た
海
軍
の
施
設
が
あ
っ
た

為
に
日
吉
の
町
は
空
襲
を
受
け
灰

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
な
ど
、
想

像
を
絶
す
る
日
吉
の
町
の
悲
劇
を

知
り
ま
し
た
。

ま
た
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、

日
本
海
軍
は
情
報
を
軽
視
し
て
い

て
、
人
の
命
を
預
か
り
な
が
ら
、

情
報
な
し
に
大
体
の
見
当
で
戦
争

を
し
て
い
た
と
い
う
事
で
し
た
。

人
命
を
預
か
る
業
務
に
あ
り
な

が
ら
も
、
現
在
も
生
き
続
け
て
い

る
日
本
の
「
縦
の
社
会
」
を
固
持

し
続
け
た
こ
と
な
ど
を
知
っ
て
、

今
の
日
本
政
府
に
対
す
る
苛
立
ち

と
似
た
も
の
を
感
じ
た
の
は
私
だ

け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

戦
後
四
十
六
年
、
あ
の
戦
争
の

悲
劇
は
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い

わ
れ
る
現
在
で
す
。
思
わ
ず
「
人

の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
い
う

言
葉
を
信
じ
つ
つ
黙
と
う
致
し
ま

し
た
。私
達
は
平
和
を
維
持
す
る
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
続
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。
先
生

の
お
話
、
是
非
も
う
一
度
伺
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。
（
3
年
1
組
　
文
岡
）

日
吉
台
小
学
校
の
先
生
か
ら
地

下
壕
見
学
会
の
あ
る
こ
と
を
教
え

て
頂
い
て
の
参
加
で
し
た
。
見
学

会
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
こ
の
よ

う
な
壕
の
あ
る
こ
と
を
何
も
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
見
せ
て
頂

い
た
壕
は
、
私
の
住
ん
で
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
に
隣
接
し
て
お

り
、
そ
の
地
上
部
は
春
に
な
る
と
、

そ
れ
は
見
事
に
桜
が
咲
き
乱
れ
、

ひ
と
た
び
風
が
吹
く
と
、
花
吹
雪

と
な
っ
て
荒
廃
し
た
人
気
の
な
い

大
学
の
寄
宿
舎
を
に
ぎ
や
か
に
す

る
美
し
い
所
な
の
で
す
。

そ
の
地
上
と
あ
ま
り
に
違
っ
て

い
た
地
下
壕
、
あ
り
の
巣
の
よ
う

に
奥
深
く
、
そ
し
て
入
念
に
厚
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塗
り
固
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
る
で
地
下
鉄
が

走
る
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
で
し
た
。

敵
機
が
頭
上
を
飛
来
す
る
よ
う

に
な
り
、
国
土
が
ど
ん
ど
ん
戦
場

と
な
っ
て
い
く
時
に
、
必
死
に
穴

を
掘
ら
せ
、
そ
の
安
全
な
場
所
で

戦
略
を
練
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一

体
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、
又

こ
れ
を
造
る
こ
と
で
何
か
が
展
開

し
、
何
か
が
望
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。
地
下
壕
で
灯
を
消
し
た
と
き

真
っ
暗
に
な
り
、
音
も
な
く
な
り

何
も
か
も
が
不
気
味
で
し
た
。

こ
の
地
下
壕
を
寺
田
先
生
が
お

側
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
確
認
し

な
が
ら
、
恐
る
恐
る
一
歩
一
歩
進

ん
だ
と
き
、
戦
争
の
愚
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ま
ま
で

は
不
備
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
色

々
語
り
か
け
て
く
れ
る
現
在
の
地

下
壕
の
保
存
も
意
味
が
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
6
年
3
組
辻
村
）
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地
下
壕
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
中
に
入
っ
て
み

る
と
、
今
と
な
っ
て
は
「
無
駄
に
」

費
や
さ
れ
て
し
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
事
は
、
資
料
や
教

科
書
で
「
知
る
」
の
で
は
な
く
、

実
物
で
「
感
じ
る
」
の
が
大
切
で
、

保
存
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

（
1
年
2
組
　
大
野
）

今
回
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
大
規

模
な
地
下
壕
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
湾
岸
戦
争
で
、
毎
日
毎
日
ニ

ュ
ー
ス
で
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
戦

争
と
い
う
も
の
を
、
身
近
で
感
じ

て
い
た
後
だ
け
に
、
あ
の
様
な
深

い
穴
を
掘
り
、
分
厚
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
る
大
作
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
不
幸
な
時
代
を
思

い
、
今
は
な
ん
て
幸
福
な
時
代
だ

ろ
う
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

親
も
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
、

子
供
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
人
の

命
の
尊
さ
を
教
え
よ
う
に
も
、
な

か
な
か
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
せ
ん
。
家
に
か
え
っ
て
話

を
し
て
も
何
の
事
か
よ
く
わ
か
ら

ず
、
ポ
カ
ー
ン
と
聞
い
て
い
ま
し

た
。
子
供
達
に
も
是
非
地
下
壕
見

学
を
さ
せ
て
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な
穴
を
掘

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、

ど
う
し
て
戦
う
の
か
、
と
い
う
事

を
少
し
で
も
考
え
る
子
供
が
増
え

る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

（
2
年
1
組
　
大
丸
）

地

下

壕

関

連

図

書

紹

介

◎
わ
だ
つ
み
の
こ
え

―
日
本
戦
没
学
生

記
念
会
機
関
誌
―

（
七
月
十
五
日
発
行
）

＊
子
供
達
に
も
戦
場
が
あ
っ
た

小
薗
優
子

＊
激
動
の
昭
和
史
を
語
る

日
吉
台
地
下
壕
寺
田
貞
治

◎
三
色
旗
（
六
月
号
）

慶
應
大
学
通
信
教
育
部
発
行

＊
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の

地
底
に
は

永
戸
多
喜
雄

◎
昭
和
天
皇
（
全
七
巻
）

「
昭
和
」
の
終
え
ん
の
予
兆
の

中
で
、
天
皇
と
「
昭
和
」
を
問

う
注
目
の
大
河
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

（
六
巻
ま
で
既
刊
）
緑
風
出
版

田
中
伸
尚

お

詫

び

会
報
第
十
一
号
を
お
送
り
し
ま

し
た
際
に
、
一
九
九
一
年
度
の
会

費
を
お
納
め
下
さ
っ
て
い
る
方
に

も
、
郵
送
事
務
簡
素
化
の
た
め
全

員
に
振
替
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
誤
解
を
生
じ
た
向
き

も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
悪

し
か
ら
ず
御
了
承
下
さ
い
。

編
集
後
記

◆
会
員
も
三
百
八
十
三
名
と

も
な
る
と
、
郵
送
事
務
も
大

変
で
、
と
う
と
う
幹
事
会
の

の
時
に
出
席
者
全
員
に
手
伝

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◆
そ
れ
で
も
二
時
間
近
く
か

か
り
ま
し
た
。
郵
送
事
務
の

大
変
さ
が
良
く
わ
か
っ
た
と

お
手
伝
い
し
て
頂
い
た
方
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
「
こ
れ
か
ら
も
お
っ
し
ゃ

っ
て
頂
け
れ
ば
お
手
伝
い
し

ま
す
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
、

本
当
に
嬉
し
く
有
難
く
思
い

ま
し
た
。

◆
会
報
十
一
号
の
発
行
か
ら

ま
だ
日
に
ち
が
経
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
保
存
会
の
行
事
が

迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会
報

第
十
二
号
の
発
行
を
急
ぎ
ま

し
た
。

◆
今
回
の
保
存
会
の
行
事
は

滅
多
に
聞
け
な
い
話
や
、
も

う
見
ら
れ
な
く
な
る
か
も
知

れ
な
い
地
下
壕
を
見
学
し
ま

す
。
御
期
待
下
さ
い
。


